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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質のN末端アスパラギン酸またはグルタミン酸へのアルギニンの翻訳後抱合に関与する。このアルギニン化は、ユビキチン経路を介したタンパク質の分解に必要である。システイン残基はアルギニン化しない。
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	(1) HepG2細胞溶解物、(2) マウス脾臓溶解物におけるATE1発現のウエスタンブロット解析。

